
(57)【要約】

【目的】　健康増進の効果を向上した温熱浴装置の実現

を目的とする。

【構成】　本発明の温熱浴室装置は、放射線、遠赤外線

、陰イオンを放出する天然鉱石を内包し浴室の床面に敷

設される鉱石マット１７と、この鉱石マット１７を敷設

した床面を加熱するために設けられた温水循環用配管１

４と、浴室１０の上部から水をイオン化して霧状に噴出

するイオン化ノズル２１とを設けたことを特徴とする。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 天 然 鉱 石 を 内 包 し 浴 室 の 床 面 に 敷 設 さ れ る 鉱 石 マ ッ ト と 、
こ の 鉱 石 マ ッ ト を 敷 設 し た 床 面 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、
前 記 浴 室 の 上 部 か ら 水 を 霧 状 に 噴 出 す る 噴 霧 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 鉱 石 マ ッ ト は 、 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 を 有 す る 放 射 性 物 質 を 含 む 天 然 鉱 石 、 ま た は
、 温 熱 効 果 を 有 す る 遠 赤 外 線 放 射 特 性 を 有 す る 天 然 鉱 石 、 ま た は 、 身 体 細 胞 の 活 性 化 効 果
を 有 す る イ オ ン 放 射 特 性 を 有 す る 天 然 鉱 石 の う ち の 少 な く と も １ 種 類 以 上 を 内 包 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 加 熱 手 段 に は 加 熱 温 度 を 調 節 す る た め の 温 度 調 節 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 加 熱 手 段 は 、 前 記 浴 室 の 床 面 の 内 部 に 敷 設 し た 配 管 に 温 水 を 流 通 し て 加 熱 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 温 度 調 節 手 段 は 、 前 記 配 管 を 流 通 す る 温 水 の 温 度 お よ び ／ ま た は 流 通 量 を 制 御 し て
温 度 調 節 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 噴 霧 手 段 は 、 動 力 ポ ン プ に よ り 加 圧 さ れ た 精 製 水 を イ オ ン 化 ノ ズ ル を 経 由 し て 前 記
浴 室 内 に 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 温 熱 浴 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 精 製 水 は 水 道 水 あ る い は 地 下 水 を 活 性 炭 濾 過 装 置 と 逆 浸 透 膜 装 置 等 に よ り 脱 イ オ ン
化 し た 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 イ オ ン 化 ノ ズ ル は 、 ノ ズ ル 本 体 を 直 流 電 源 の 負 極 に 接 続 し 、 こ の ノ ズ ル 本 体 の 前 方
外 周 部 に こ の ノ ズ ル 本 体 と は 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た リ ン グ 状 の イ オ ン 化 電 極 を 配 し て 直 流 電
源 の 正 極 に 接 続 し た 構 造 の 直 流 イ オ ン 化 ノ ズ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は 請
求 項 ８ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 浴 室 で の 入 浴 の 前 後 に 利 用 者 が 休 憩 す る 休 憩 室 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
な い し 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 浴 室 お よ び ／ ま た は 前 記 休 憩 室 内 部 に 飲 料 水 を 提 供 す る 飲 料 水 供 給 手 段 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 飲 料 水 供 給 手 段 は 、 飲 料 水 と し て 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 は 、 水 道 水 あ る い は 地 下 水 を 活 性 炭 濾 過 装 置 と 逆 浸 透 膜 装 置 等 に
よ り 脱 イ オ ン 化 し た 水 を 原 料 水 と し 、 こ の 原 料 水 を 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 装 置 に 導 入 し て 水
の 分 子 を 活 性 化 し て 得 ら れ た 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 温 熱 浴 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 温 熱 浴 装 置 に 関 し 、 特 に 一 層 の 健 康 増 進 効 果 を 図 っ た 温 熱 浴 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 温 泉 や サ ウ ナ な ど の 入 浴 に は 身 体 を 温 め て 血 行 を 良 く し 発 汗 を 促 し 、 こ り や 痛 み を 解 消
し て 心 身 を リ ラ ッ ク ス さ せ る 効 果 が あ る 。 こ れ に さ ら に マ イ ナ ス イ オ ン や 放 射 線 や 遠 赤 外
線 な ど の 効 果 を 加 え て 、 一 層 の 疲 労 回 復 や 健 康 増 進 を 図 っ た 温 熱 入 浴 施 設 に 関 す る 報 告 が
な さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ０ ７ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 の 先 行 例 を さ ら に 改 善 し 、 鉱 石 マ ッ ト や 噴 霧 手 段 な ど を 用 い て 、 さ ら に
は 健 康 に 良 い 飲 料 の 供 給 も 含 め て 、 健 康 増 進 の 効 果 を 一 層 向 上 し た 温 熱 浴 装 置 の 実 現 を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 温 熱 浴 装 置 に お い て 、 天
然 鉱 石 を 内 包 し 浴 室 の 床 面 に 敷 設 さ れ る 鉱 石 マ ッ ト と 、 こ の 鉱 石 マ ッ ト を 敷 設 し た 床 面 を
加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 浴 室 の 上 部 か ら 水 を 霧 状 に 噴 出 す る 噴 霧 手 段 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て
、 前 記 鉱 石 マ ッ ト は 、 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 を 有 す る 放 射 性 物 質 を 含 む 天 然 鉱 石 、 ま た は
、 温 熱 効 果 を 有 す る 遠 赤 外 線 放 射 特 性 を 有 す る 天 然 鉱 石 、 ま た は 、 身 体 細 胞 の 活 性 化 効 果
を 有 す る イ オ ン 放 射 特 性 を 有 す る 天 然 鉱 石 の う ち の 少 な く と も １ 種 類 以 上 を 内 包 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載
の 発 明 に お い て 、 前 記 加 熱 手 段 に は 加 熱 温 度 を 調 節 す る た め の 温 度 調 節 手 段 を 具 備 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て
、 前 記 加 熱 手 段 は 、 前 記 浴 室 の 床 面 の 内 部 に 敷 設 し た 配 管 に 温 水 を 流 通 し て 加 熱 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て
、 前 記 温 度 調 節 手 段 は 、 前 記 配 管 を 流 通 す る 温 水 の 温 度 お よ び ／ ま た は 流 通 量 を 制 御 し て
温 度 調 節 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず
れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 噴 霧 手 段 は 、 動 力 ポ ン プ に よ り 加 圧 さ れ た 精 製 水 を イ オ
ン 化 ノ ズ ル を 経 由 し て 前 記 浴 室 内 に 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に お い て
、
前 記 精 製 水 は 水 道 水 あ る い は 地 下 水 を 活 性 炭 濾 過 装 置 と 逆 浸 透 膜 装 置 等 に よ り 脱 イ オ ン 化
し た 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載
の 発 明 に お い て 、 前 記 イ オ ン 化 ノ ズ ル は 、 ノ ズ ル 本 体 を 直 流 電 源 の 負 極 に 接 続 し 、 こ の ノ
ズ ル 本 体 の 前 方 外 周 部 に こ の ノ ズ ル 本 体 と は 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た リ ン グ 状 の イ オ ン 化 電 極
を 配 し て 直 流 電 源 の 正 極 に 接 続 し た 構 造 の 直 流 イ オ ン 化 ノ ズ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ８ の い ず
れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 浴 室 で の 入 浴 の 前 後 に 利 用 者 が 休 憩 す る 休 憩 室 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ９ の い
ず れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 浴 室 お よ び ／ ま た は 前 記 休 憩 室 内 部 に 飲 料 水 を 提 供 す
る 飲 料 水 供 給 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ １ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 に お
い て 、 前 記 飲 料 水 供 給 手 段 は 、 飲 料 水 と し て 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 に お
い て 、 前 記 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 は 、 水 道 水 あ る い は 地 下 水 な ど を 活 性 炭 濾 過 装 置 、 逆 浸 透 膜
装 置 等 に よ り 脱 イ オ ン 化 し た 水 を 原 料 水 と し 、 こ の 原 料 水 を 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 装 置 に 導
入 し て 水 の 分 子 を 活 性 化 し て 得 ら れ た 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に よ れ ば 、 天 然 鉱 石 を 加 熱 す る こ と に よ っ て 鉱 石 か ら 放 射 さ れ る 放 射
線 、 遠 赤 外 線 、 イ オ ン な ど を 浴 び 、 噴 霧 手 段 が 生 み 出 す 霧 に よ っ て 生 成 さ れ る 陰 イ オ ン を
呼 吸 す る こ と に よ っ て 、 利 用 者 の 身 体 細 胞 が 活 性 化 さ れ 、 利 用 者 の 健 康 を 一 層 増 進 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ れ ば 、 天 然 鉱 石 の 出 す 放 射 線 に よ る ホ ル ミ シ ス 効 果 、 天 然 鉱 石 か
ら の 遠 赤 外 線 に よ る 温 熱 効 果 、 さ ら に 天 然 鉱 石 か ら の イ オ ン に よ る 細 胞 活 性 化 効 果 に よ っ
て 、 利 用 者 の 身 体 細 胞 が 活 性 化 さ れ 、 利 用 者 の 健 康 の 増 進 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に よ れ ば 、 加 熱 手 段 に は 温 度 調 節 手 段 を 有 し て い る の で 、 温 熱 浴 室 の
温 度 を 最 適 の ３ ８ ～ ４ ２ ℃ の 温 度 に 保 つ こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に よ れ ば 、 加 熱 は 温 水 に よ っ て 行 わ れ る の で 、 加 熱 が 無 駄 な く
行 わ れ 、 か つ 保 温 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ に よ れ ば 、 温 度 調 節 手 段 は 温 水 の 温 度 や 流 水 量 に よ っ て い る
の で 、 長 時 間 に 亙 っ て 安 定 し た 制 御 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に よ れ ば 、 噴 霧 手 段 は 精 製 水 を 陰 イ オ ン 化 し て 噴 霧 し て い る の で 、 浴
室 内 の 湿 度 を 最 適 の ９ ０ ～ ９ ５ ％ に 保 つ こ と が で き る と と も に 、 陰 イ オ ン の 効 果 で 利 用 者
の 健 康 の 増 進 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ７ に よ れ ば 、 精 製 水 は 水 道 水 あ る い は 地 下 水 を 活 性 炭 濾 過 装 置 と 逆 浸 透
圧 装 置 で 脱 イ オ ン 化 す る こ と で 、 比 較 的 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ８ に よ れ ば 、 噴 霧 手 段 の イ オ ン 化 ノ ズ ル は 噴 出 口 を 直 流 負 極 に 接 続 し て
い る の で 、 噴 霧 す る 精 製 水 を 容 易 に 陰 イ オ ン 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ９ に よ れ ば 、 温 熱 浴 室 に 隣 接 し て 休 憩 室 を 設 け て い る の で 、 休 憩 を 含 め
た 入 浴 計 画 を 立 て る こ と が で き 、 ま た 、 休 憩 中 も 天 然 鉱 石 の 出 す 放 射 線 、 遠 赤 外 線 、 イ オ
ン に よ る 効 果 を 浴 び る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-287607 A 2005.10.20



【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ０ に よ れ ば 、 温 熱 浴 室 や 休 憩 室 に 飲 料 水 を 供 給 す る 手 段 を 設 け た の で
、 利 用 者 は 入 浴 中 や 休 憩 中 に 健 康 に 役 立 つ 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ １ に よ れ ば 、 飲 料 水 供 給 手 段 は 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 飲 料 水 と し て 提 供
す る の で 、 栄 養 物 の 吸 収 や 老 廃 物 の 排 気 を 促 進 す る こ と が で き 、 利 用 者 の 健 康 を 一 層 増 進
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ２ に よ れ ば 、 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 装 置 に よ り 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 脱 イ
オ ン 水 か ら 簡 単 に 作 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 は 、 温 熱 浴 の 効 果 に マ イ ナ ス イ オ ン や 放 射 線 、 遠 赤 外 線 な ど の 効 果
を 加 え 、 さ ら に 特 殊 飲 料 の 効 果 を 加 え て 、 利 用 者 の 身 体 の 新 陳 代 謝 を 活 発 に し て 体 質 の 改
善 を 図 る こ と を 目 的 と し た 健 康 増 進 用 の 温 熱 浴 装 置 で あ っ て 、 こ の 温 熱 浴 装 置 を 用 い る こ
と で 、 こ れ ま で の 医 学 的 、 薬 学 的 な 方 法 で は 解 決 で き な か っ た 身 体 の 疼 痛 や 愁 訴 を 緩 和 し
心 身 を リ ラ ッ ク ス さ せ る 効 果 が 期 待 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 を 図 面 を 参 照 に し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 を 有 し て 構 成 さ れ る 温 熱 浴 室 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 の 温
熱 浴 装 置 で 用 い ら れ る 鉱 石 マ ッ ト の 内 袋 の 一 例 の 平 面 図 と 側 面 断 面 図 、 図 ３ は こ の 温 熱 浴
装 置 を 含 む 温 熱 入 浴 施 設 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ３ に お い て 、 符 号 １ ０ は 温 熱 浴 室 、 符 号 １ １ は コ ン ク リ ー ト 、 符 号
１ ２ は 断 熱 材 、 符 号 １ ３ は モ ル タ ル 、 符 号 １ ４ は 温 水 循 環 用 配 管 、 符 号 １ ６ は 鉱 石 群 、 符
号 １ ７ は 鉱 石 マ ッ ト 、 符 号 １ ８ は 木 質 パ ネ ル 、 符 号 ２ ０ は イ オ ン 水 配 管 、 符 号 ２ １ は イ オ
ン 化 ノ ズ ル 、 符 号 ２ ２ は イ オ ン 水 、 符 号 ２ ３ は 遠 赤 外 線 、 イ オ ン 、 放 射 線 な ど の 放 射 物 、
符 号 ２ ５ は 溶 着 （ 縫 製 ） 部 分 、 符 号 ２ ６ は 袋 状 部 、 符 号 ２ ７ は 鉱 石 マ ッ ト １ ７ の 内 袋 、 符
号 ３ １ は 玄 関 室 、 符 号 ３ ２ は 出 入 口 、 符 号 ３ ３ は 更 衣 室 、 符 号 ３ ４ は シ ャ ワ ー 室 、 符 号 ３
５ は 機 械 室 、 符 号 ３ ６ は 機 械 室 出 入 口 、 符 号 ３ ７ は ボ イ ラ ー 、 符 号 ３ ８ は 休 憩 室 、 符 号 ３
９ は リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 本 発 明 の 温 熱 浴 室 １ ０ は 、 床 面 内 部 に 敷 設 し た 温 水 循 環 用
配 管 １ ４ に 温 水 を 流 通 さ せ る こ と で 、 浴 室 １ ０ 全 体 が 適 温 （ 例 え ば ３ ８ ～ ４ ２ ℃ ） に 保 た
れ る よ う に な っ て い る 。 浴 室 の 上 部 の 壁 面 や 天 井 面 に 設 置 さ れ た イ オ ン 化 ノ ズ ル ２ １ か ら
噴 霧 さ れ る イ オ ン 水 ２ ２ に よ り 、 浴 室 １ ０ 内 の 湿 度 は 常 時 ９ ０ ～ ９ ５ ％ に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 利 用 者 は 、 浴 室 １ ０ の 床 面 に 敷 い た 鉱 石 マ ッ ト １ ７ の 上 に 楽 な 姿 勢 で 横 に な り 、 鉱 石 マ
ッ ト １ ７ か ら 放 射 さ れ る 低 レ ベ ル の 放 射 線 （ α 線 、 β 線 、 γ 線 ） や 遠 赤 外 線 、 陰 イ オ ン な
ど を 体 中 に 受 け る と と も に 、 鉱 石 マ ッ ト １ ７ と イ オ ン 水 ２ ２ 霧 滴 よ り 生 成 さ れ る 陰 イ オ ン
化 空 気 を 呼 吸 す る こ と に よ り 、 身 体 細 胞 が 活 性 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 利 用 者 は 温 熱 浴 し な が ら 図 示 し な い 飲 料 水 供 給 手 段 か ら 供 給 さ れ る 量 子 エ ネ ル
ギ ー の 注 入 さ れ た 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 飲 用 す る こ と に よ り 、 新 陳 代 謝 が 一 層 活 性 化 さ れ 、
発 汗 と 排 尿 に よ り 体 内 の 老 廃 物 が 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 結 果 、 利 用 者 は 心 身 が リ ラ ッ ク ス さ れ 、 愁 訴 が 緩 和 さ れ る と と も に 、 体 質 の 改 善 が
促 さ れ 、 健 康 の 増 進 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 次 に 、 本 発 明 で 用 い ら れ る 鉱 石 マ ッ ト １ ７ に つ い て 図 ２ に 沿 っ て 説 明 す る 。 鉱 石 マ ッ ト
１ ７ の 材 質 に は 厚 手 の ナ イ ロ ン 織 布 を 用 い 、 そ の 内 袋 ２ ７ は 溶 着 （ 縫 製 ） 部 分 ２ ５ で 区 切
ら れ て 図 ２ の よ う に １ ７ 個 の 袋 状 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 上 げ た 鉱 石 マ ッ ト １ ７ の 一 実 施 例 で は 、 こ の マ ッ ト １ ７ の 内 袋 ２ ７ の 幅 ａ は ８ ５
ｃ ｍ 、 長 さ ｂ は １ ７ ５ ｃ ｍ 、 袋 状 部 ２ ６ の 幅 ｃ は １ ０ ｃ ｍ 、 マ ッ ト １ ７ の 厚 み ｄ は ５ ｃ ｍ
で あ る 。 鉱 石 の 充 填 量 は 各 袋 状 部 ２ ６ ご と に １ ｋ ｇ と し 、 鉱 石 マ ッ ト １ ７ 全 体 で 約 １ ７ ｋ
ｇ 充 填 す る 。 鉱 石 を 充 填 し た 内 袋 ２ ７ は 、 同 じ 材 質 で 作 ら れ た 外 袋 に 入 れ ら れ て 端 面 を 溶
着 さ れ て 封 止 さ れ る 。 外 袋 の 仕 上 が り 寸 法 は ９ ０ ｃ ｍ × １ ８ ０ ｃ ｍ で 重 量 は 約 ２ ０ ｋ ｇ で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 鉱 石 マ ッ ト １ ７ に 充 填 さ れ る 鉱 石 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 充 填 さ れ る 鉱 石 の う ち 、 低 レ ベ ル の 放 射 能 を 放 射 す る 鉱 石 と し て 北 投 石 （ ホ ク ト ウ セ キ
） を 用 い る 。 北 投 石 は 国 内 で は 秋 田 県 の 玉 川 温 泉 か ら 産 出 さ れ る 鉄 さ び 色 の 鉱 石 で 、 放 射
性 物 質 の ラ ジ ウ ム を 含 む た め 比 重 が 重 く 、 微 量 の α 線 、 β 線 、 γ 線 を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 鉱 石 マ ッ ト １ ７ で は 、 放 射 線 量 が ５ ０ ０ Ｂ ｑ （ ベ ク レ ル ） に 相 当 す る よ う に 北
投 石 を 充 填 す る 。 放 射 線 量 は 線 量 計 で 正 確 に 測 定 す る が 、 こ れ は 北 投 石 の 場 合 、 鉱 石 重 量
換 算 で 約 １ ０ ０ ｇ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 充 填 さ れ る 鉱 石 の う ち 、 陰 イ オ ン を 放 射 す る 鉱 石 と し て 紅 晶 石 （ コ ウ シ ョ ウ セ キ ） を 用
い る 。 紅 晶 石 は ブ ラ ジ ル 国 に 産 出 す る 透 明 淡 紅 色 の 鉱 石 で 、 結 晶 構 造 が 電 気 的 に 分 極 し て
い る と い う 水 晶 に 類 似 し た 物 性 を 持 ち 、 熱 擾 乱 発 電 作 用 と 圧 電 作 用 に よ り 、 過 熱 や 衝 撃 に
よ っ て 結 晶 表 面 に 電 位 を 発 生 す る 。 こ の た め 、 紅 晶 石 を 水 中 に 投 ず れ ば 水 を 電 気 分 解 し て
細 菌 類 の 繁 殖 を 抑 え る 効 果 が あ り 、 イ オ ン 類 を 析 出 し て 水 を 軟 水 化 し 金 属 イ オ ン を 除 去 す
る な ど の 浄 化 効 果 を 示 す 。 ま た 、 紅 晶 石 を 大 気 中 に 置 け ば 、 鉱 石 近 傍 の 空 気 や 水 蒸 気 を 陰
イ オ ン 化 す る 働 き が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 鉱 石 マ ッ ト １ ７ で は 、 イ オ ン 生 成 量 が 毎 秒 ５ ０ ０ ， ０ ０ ０ カ ウ ン ト に 相 当 す る
よ う に 紅 晶 石 を 充 填 す る 。 イ オ ン 生 成 量 は イ オ ン 計 に て 正 確 に 測 定 す る が こ れ は 紅 晶 石 の
場 合 、 鉱 石 重 量 で 約 ５ ｋ ｇ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 充 填 さ れ る 鉱 石 の う ち 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 鉱 石 と し て 天 源 石 （ テ ン ゲ ン セ キ
） を 用 い る 。 天 源 石 は 新 潟 県 に 産 出 す る 灰 白 色 な い し 黄 灰 色 の 鉱 石 で 、 数 十 種 類 の 元 素 を
含 ん で い る た め こ う し た 名 前 で 呼 ば れ て い る 。 天 源 石 は 鉱 石 の 結 晶 構 造 が 多 結 晶 構 造 （ 天
然 の セ ラ ミ ッ ク 構 造 ） と な っ て お り 、 ４ ０ ℃ 付 近 な ど の 比 較 的 低 い 温 度 で も 遠 赤 外 線 放 射
効 果 が 高 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 鉱 石 マ ッ ト １ ７ で は 、 天 源 石 を 約 １ ２ ｋ ｇ 充 填 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 鉱 石 マ ッ ト １ ７ に は 、 北 投 石 を 約 １ ０ ０ ｇ 、 紅 晶 石 を 約
５ ｋ ｇ 、 天 源 石 を 約 １ ２ ｋ ｇ 充 填 す る よ う に し て い る 。 各 鉱 石 は 、 事 前 に 平 均 粒 度 を ３ ～
５ mm程 度 に 粉 砕 し 、 バ レ ル 研 摩 装 置 に て 鋭 角 部 は 摩 滅 さ せ て お く 。 研 摩 装 置 で 鋭 角 部 は 摩
滅 さ せ た 鉱 石 は 、 水 洗 、 水 き り 、 乾 燥 の 後 、 計 量 し て 混 合 攪 拌 装 置 に て 均 等 に 混 合 ブ レ ン
ド す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 を 設 備 す る 温 熱 入 浴 施 設 と し て は 例 え ば 図 ３ に 示 し た 例 の よ う な も
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 こ の 例 で 、 更 衣 室 ３ ３ 、 シ ャ ワ ー 室 ３ ４ 、 機 械 室 ３ ５ は 一 般 的 な 設 備 で よ い が 、 温 熱 浴
室 １ ０ お よ び 休 憩 室 ３ ８ は 特 別 な 構 造 で あ る こ と が 望 ま れ る 。 温 熱 浴 室 １ ０ に つ い て は 先
に 図 １ に 沿 っ て 述 べ た の で 、 こ こ で は 休 憩 室 に つ い て 触 れ て お く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 休 憩 室 ３ ８ は 、 利 用 者 が 身 体 に こ も っ た 熱 を 冷 ま し 、 く つ ろ ぎ な が ら 休 憩 す る 場 所 と し
て 考 え ら れ て い る た め 、 温 熱 浴 室 １ ０ に 準 じ た 構 造 に す る こ と が 好 ま し い 。 温 熱 浴 室 １ ０
と 同 様 な 鉱 石 群 を 床 面 、 壁 面 、 天 井 の 少 な く と も 一 箇 所 以 上 に 埋 め 込 み 、 休 憩 中 に も 低 レ
ベ ル の 放 射 能 や イ オ ン 浴 、 遠 赤 外 線 浴 が 可 能 な よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 温 熱 浴 室 １ ０ や 休 憩 室 ３ ８ に は 精 神 的 な 安 ら ぎ を 与 え る 効 果 の 高 い 音 楽 や 音 響 、
例 え ば 、 川 の せ せ ら ぎ の 音 や 海 の 波 の 音 、 林 を 抜 け る 風 の 音 な ど の 自 然 界 の 音 な ど を 適 当
な 音 量 で 流 し 、 照 明 も 明 る す ぎ な い よ う な 適 度 な 落 ち 着 い た 雰 囲 気 の 照 明 と す る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 温 熱 浴 室 １ ０ や 休 憩 室 ３ ８ の 内 装 材 は 、 木 質 系 の 内 装 材 を 用 い る こ と が 好 ま し
く 、 よ り 好 ま し く は 檜 材 を 用 い る 。 檜 は 殺 菌 効 果 や 精 神 安 定 作 用 の 高 い ヒ ノ キ チ オ ー ル を
含 ん で い る た め 、 鉱 石 群 か ら 放 射 さ れ る 低 レ ベ ル の 放 射 線 や イ オ ン 、 遠 赤 外 線 に よ り 樹 脂
成 分 が 蒸 散 し て い わ ゆ る フ ィ ン チ ッ ド 現 象 を 発 現 す る 。 フ ィ ン チ ッ ド 現 象 は 森 林 な ど の 樹
木 が 発 散 す る 物 質 が 精 神 に 深 い や す ら ぎ を 与 え る 効 果 を 言 い 、 一 般 的 に は 森 林 浴 効 果 と 呼
ば れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 温 熱 浴 室 １ ０ を 加 熱 す る 手 段 と し て 用 い る 温 水 加 熱 方 式 に つ い て 説 明 す
る 。 こ れ は 床 面 内 部 に 温 水 配 管 １ ４ を 敷 設 し 、 こ れ に 温 水 を 流 し て 温 め る 構 造 で あ る 。 図
４ に 温 水 加 熱 方 式 の 機 械 室 ３ ５ 内 の 構 成 を 示 す 。 図 ４ で 符 号 ４ １ は 灯 油 ボ イ ラ ー 、 符 号 ４
２ は 給 水 タ ン ク 、 符 号 ４ ３ は 給 水 配 管 、 符 号 ４ ５ は 温 水 タ ン ク 、 符 号 ４ ６ は 温 水 配 管 、 符
号 ４ ７ は 温 湯 セ ン サ ー 、 符 号 ４ ８ は 温 水 循 環 ポ ン プ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ に 示 し た よ う な ６ 人 用 の 施 設 を 例 に と る と 、 例 え ば 灯 油 ボ イ ラ ー ４ １ に は １ ０ ， ０
０ ０ Ｋ ｃ ｌ の も の 、 給 水 タ ン ク ４ ２ に は １ ０ ０ ｌ （ リ ッ ト ル ） の も の 、 温 水 タ ン ク ４ ５ に
は 保 温 機 能 を 有 す る ２ ０ ０ ｌ （ リ ッ ト ル ） の も の 、 温 水 循 環 ポ ン プ ４ ８ に は ０ ． ７ ５ Ｋ Ｗ
の も の を 用 い る 。 勿 論 、 大 規 模 施 設 で は ス ケ ー ル を 適 宜 ア ッ プ し て 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 温 水 配 管 ４ ６ に は １ イ ン チ 径 の 鋼 管 を 用 い て 行 い 、 床 構 造 の 上 に 断 熱 材 （ 例 え ば シ リ カ
断 熱 材 な ど 、 図 １ の １ ２ ） を 敷 設 し て そ の 上 に 配 管 す る 。 配 管 ４ ６ の 長 さ は １ 平 方 ｍ あ た
り ２ ｍ 程 度 が 好 ま し く 、 図 ３ の 温 熱 浴 室 １ ０ の 縦 を ５ ４ ０ ｃ ｍ 、 横 を ８ １ ０ ｃ ｍ と す る と
、 こ の 浴 室 の 床 内 の 配 管 の 長 さ は 約 １ ０ ０ ｍ で あ る 。
配 管 を 終 え た 床 面 に は 配 管 ４ ６ が 隠 れ る 程 度 に モ ル タ ル （ 図 １ の １ ３ ） を 流 し 込 み 、 モ ル
タ ル １ ３ が 乾 燥 固 化 し た 後 で 、 モ ル タ ル １ ３ の 上 に 垂 木 を 配 し て 檜 板 な ど の 床 材 を 敷 設 す
る 。 床 板 の 厚 さ は １ ０ ｍ ｍ 程 度 と し 、 浴 室 内 の 加 熱 保 温 の 観 点 か ら す の こ 状 に 張 る の が 好
ま し い 。
次 に 、 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で 用 い ら れ る 噴 霧 手 段 に つ い て 説 明 す る 。 噴 霧 手 段 は 、 浴 室 １
０ の 上 部 の 壁 面 や 天 井 面 に 設 置 さ れ た イ オ ン 化 ノ ズ ル ２ １ か ら イ オ ン 水 ２ ２ を 噴 霧 し て 浴
室 １ ０ 内 の 湿 度 を 常 時 ９ ０ ～ ９ ５ ％ に 保 つ 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 噴 霧 手 段 に 用 い る 水 と し て 水 道 水 や 地 下 水 を 直 接 用 い る の は 好 ま し く な い 。 こ れ は 水 道
水 に は 塩 素 成 分 や 鉄 さ び な ど の 金 属 成 分 が 含 ま れ て い る た め で あ り 、 地 下 水 に は ミ ネ ラ ル
成 分 が 多 く 含 ま れ て い る た め で あ る 。 塩 素 残 留 成 分 や 金 属 イ オ ン 、 ミ ネ ラ ル 分 が 含 ま れ て
い な い 精 製 水 を 用 い な け れ ば な ら な い が 、 精 製 水 は 水 道 水 や 地 下 水 を 浄 化 装 置 に よ っ て 脱
イ オ ン 化 し て 作 る こ と が で き る 。 図 ５ に こ の よ う な 浄 化 装 置 の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 図 ５ に お い て 、 符 号 ５ ２ は ２ ０ μ メ ッ シ ュ カ ー ト リ ッ ジ フ ィ ル タ 、 符 号 ５ ３ は 活 性 炭 濾
過 装 置 、 符 号 ５ ４ は 逆 浸 透 圧 濾 過 装 置 、 符 号 ５ ５ は 脱 イ オ ン 水 圧 送 ポ ン プ 、 符 号 ５ ７ は 水
道 水 配 管 、 符 号 ５ ８ は 脱 イ オ ン 水 配 管 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 水 道 水 配 管 ５ ７ か ら 送 ら れ る 水 道 水 は 、 ２ ０ μ メ ッ シ ュ の カ ー ト リ ッ ジ フ ィ ル タ フ ィ ル
タ ５ ２ を 通 過 す る こ と に よ り 大 き な ご み や 浮 遊 粒 子 な ど が 除 去 さ れ 、 次 い で 活 性 炭 濾 過 装
置 ５ ３ を 通 過 す る こ と に よ り ト リ ハ ロ メ タ ン や 残 留 塩 素 イ オ ン が 除 去 さ れ る 。 さ ら に 逆 浸
透 圧 濾 過 装 置 ５ ４ を 通 過 す る こ と に よ り 水 中 に 溶 解 し て い る イ オ ン 類 が 除 去 さ れ る 。 こ う
し て 得 ら れ た 脱 イ オ ン 水 は 脱 イ オ ン 水 圧 送 ポ ン プ ５ ５ に よ っ て 加 圧 さ れ 、 脱 イ オ ン 水 配 管
５ ８ を 通 っ て イ オ ン 化 ノ ズ ル ２ １ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ に 示 し た よ う な ６ 人 用 の 施 設 を 例 に と る と 、 ２ ０ μ メ ッ シ ュ カ ー ト リ ッ ジ フ ィ ル タ
５ ２ 、 活 性 炭 濾 過 装 置 ５ ３ と も 直 径 ６ ０ ｍ ｍ 、 長 さ ２ ５ ０ ｍ ｍ の カ ー ト リ ッ ジ 型 を 用 い 、
逆 浸 透 圧 濾 過 装 置 ５ ４ は 毎 分 １ ０ ｌ （ リ ッ ト ル ） 以 下 の 小 型 の も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 ６ の イ オ ン 化 ノ ズ ル の 外 観 図 に そ っ て 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 の 噴 霧 手 段 の 先 端 に
用 い ら れ る イ オ ン 化 ノ ズ ル ２ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ に お い て 、 符 号 ６ １ は ノ ズ ル 、 符
号 ６ ２ は 負 極 を 構 成 す る 取 付 金 具 、 符 号 ６ ３ は 取 り 付 け ネ ジ 、 符 号 ６ ４ は 正 極 を 構 成 す る
加 速 電 極 、 符 号 ６ ７ は ノ ズ ル ６ １ か ら 噴 出 さ れ る 荷 電 水 滴 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ノ ズ ル ６ １ 本 体 は ス テ ン レ ス 製 で 噴 孔 が セ ラ ミ ッ ク 製 の 物 を 用 い る 。 水 の 噴 出 パ タ ー ン
は 円 形 の も の が 好 ま し く 、 噴 出 パ タ ー ン が 長 円 形 の も の や 角 型 パ タ ー ン の も の は 荷 電 性 能
が 好 ま し く な い 。 こ の よ う な 構 成 で 取 付 金 具 ６ ２ を 負 極 に 、 加 速 電 極 ６ ４ を 正 極 に 直 流 電
源 に 接 続 す る と 、 ノ ズ ル ６ １ か ら 噴 出 さ れ る 水 滴 が 帯 電 さ れ て 陰 イ オ ン 化 さ れ る 。 図 ３ に
示 し た ６ 人 用 の 施 設 で は こ の よ う な ノ ズ ル ６ １ が ３ 個 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で 飲 料 水 供 給 手 段 か ら 提 供 さ れ る 特 殊 飲 料 水 に つ い て 説 明 す
る 。 飲 料 水 供 給 手 段 は 、 温 熱 浴 室 １ ０ ま た は 休 憩 室 ３ ８ あ る い は そ の 両 方 に 設 け ら れ て い
て 、 飲 料 水 と し て 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 提 供 す る 。 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 の 製 造 手 順 を 図 ７ に 示
す 。 こ の 製 造 方 法 は 飲 料 水 製 造 許 可 を 図 ７ に お い て 、 符 号 ７ １ は 浄 化 装 置 、 符 号 ７ ２ は 充
填 工 程 、 符 号 ７ ３ は 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 装 置 、 符 号 ７ ４ は 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 工 程 、 符 号
７ ５ は 完 成 し た 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 パ ッ ク で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 は 図 ５ に 示 し た よ う な 浄 化 装 置 ７ １ に よ っ て 脱 イ オ ン 化 さ れ た 水 を 衛
生 的 な パ ッ ク に 充 填 し （ 図 ７ の ７ ２ ） 、 こ れ に 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 工 程 ７ ４ で 量 子 エ ネ ル
ギ ー 注 入 装 置 ７ ３ か ら 量 子 エ ネ ル ギ ー を 注 入 し て 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 パ ッ ク ７ ５ と し て 得 ら
れ る 。 こ の よ う に し て 得 ら れ る 脱 イ オ ン 水 は 、 水 の 分 子 が 高 度 に 活 性 化 さ れ て い る た め 、
体 内 で 吸 収 が 速 く 、 身 体 の 隅 々 ま で 浸 透 し て 細 胞 を 活 性 化 さ せ る 働 き が あ る こ と が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ こ で 、 量 子 エ ネ ル ギ ー と は 、 多 元 素 焼 結 体 を 加 熱 し た と き 放 射 さ れ る 電 磁 波 や 、 イ オ
ン 、 放 射 線 な ど の 総 合 的 な エ ネ ル ギ ー を い い 、 量 子 エ ネ ル ギ ー を 照 射 さ れ た 水 は 水 素 原 子
中 の 電 子 の 角 速 度 が 加 速 さ れ 、 水 素 結 合 が 破 壊 さ れ る 。 こ の た め 、 水 の ク ラ ス タ ー が 極 端
に 小 さ く な り 、 浸 透 作 用 が 大 き く な っ て そ の 結 果 生 体 細 胞 へ の 吸 収 が 速 ま る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 わ れ わ れ の 身 体 は 、 無 数 の 細 胞 で 構 成 さ れ て い る が 、 栄 養 物 や 老 廃 物 を 運 ぶ た め の 血 管
は 身 体 を 構 成 す る 各 細 胞 ま で 達 し て い る わ け で は な く 、 血 管 と 細 胞 の 間 に は 細 胞 間 物 質 が
介 在 し て い る 。 こ の よ う な 細 胞 間 物 質 は コ ラ ー ゲ ン 物 質 で あ る こ と が 分 か っ て お り 、 水 と
融 和 し た 形 で 存 在 し て い る こ と も 確 か め ら れ て い る 。 吸 収 力 が 速 く 、 浸 透 作 用 が 大 き な 水
を 飲 用 す る と 、 栄 養 物 や 老 廃 物 の 移 送 が ス ム ー ズ に な り 、 新 陳 代 謝 が 活 発 化 す る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 温 熱 浴 室 １ ０ で の 効 果 的 な 入 浴 方 法 で は 、 浴 室 ま た は 休 憩 室 で 量 子 エ ネ ル ギ ー
水 を １ ｌ （ リ ッ ト ル ） 以 上 飲 用 す る よ う に な っ て い る 。 温 熱 浴 室 １ ０ で の 効 果 的 な 入 浴 方
法 の 一 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 ８ に 示 す 。 こ の 例 で は 入 浴 に 要 す る 時 間 に 約 １ 時 間 取 っ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ８ の ス テ ッ プ １ ０ １ で 、 利 用 者 は 更 衣 室 ３ ３ で 入 浴 ウ ェ ア に 着 替 え 、 ス テ ッ プ １ ０ ２
で 、 温 熱 浴 室 １ ０ ま た は 休 憩 室 ３ ８ で 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 約 ２ ０ ０ ｃ ｃ 程 度 飲 む 。 次 に 、
ス テ ッ プ １ ０ ３ で 、 温 熱 浴 室 １ ０ に 備 え 付 け の 手 足 の 温 浴 装 置 で 手 足 を 約 １ ０ 分 間 程 度 温
め る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で ス テ ッ プ １ ０ ４ に 進 み 、 利 用 者 は 楽 な 姿 勢 で 温 熱 浴 室 １ ０ の 鉱 石 マ ッ ト の 上 に 横
た わ り 、 軽 く 目 を 瞑 っ て １ 回 目 の 温 熱 浴 を 開 始 す る 。 こ の と き 、 す ぐ 飲 め る よ う に 、 量 子
エ ネ ル ギ ー 水 を 手 近 に 用 意 し て お く 。 ス テ ッ プ １ ０ ４ で の 温 熱 浴 は 約 ２ ０ 分 程 度 で あ り 、
利 用 者 は こ の 間 に １ ｌ （ リ ッ ト ル ） 程 度 を 目 安 に で き る だ け 多 く の 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 飲
む よ う に す る 。 約 ２ ０ 分 間 の 温 熱 浴 が 終 わ る と 、 ス テ ッ プ １ ０ ５ に 進 み 、 汗 を 拭 い て 休 憩
室 ３ ８ で 約 １ ０ 分 間 の 休 憩 に 入 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 休 憩 が 終 わ る と 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に 進 み 、 温 熱 浴 室 １ ０ の 鉱 石 マ ッ ト 上 で ２ 回 目 の 温 熱
浴 に 入 る 。 こ の ２ 回 目 の 温 熱 浴 も 約 ２ ０ 分 で 、 利 用 者 は こ の ２ 回 目 の 温 熱 浴 で も １ ｌ （ リ
ッ ト ル ） 程 度 を 目 安 に で き る だ け 多 く の 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 飲 む よ う に す る 。 最 後 に ス テ
ッ プ １ ０ ７ で シ ャ ワ ー 室 ３ ４ に 入 っ て シ ャ ワ ー を 浴 び て 汗 を 流 し 、 こ れ で 温 熱 浴 を 終 了 す
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 は 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 利 用 者 は 温 熱 浴 の 過 程 で 放 射 線 、 遠
赤 外 線 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 全 身 に 浴 び る こ と が で き 、 か つ 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 を 飲 む こ と が
で き る の で 、 こ れ ら の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 心 身 と も に リ ラ ッ ク ス す る こ と が で き 、 自 律 神
経 の 調 整 や 血 圧 の 低 下 、 血 液 の 浄 化 、 疲 労 や こ り や 痛 み の 解 消 、 食 欲 増 進 、 呼 吸 器 や 内 蔵
機 能 の 向 上 、 免 疫 力 の 改 善 、 身 体 細 胞 の 活 性 化 、 が ん 予 防 な ど 広 い 意 味 で の 健 康 を 大 幅 に
増 進 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 医 療 分 野 、 福 祉 分 野 を は じ め 、 健 康 に 関 す
る 広 い 産 業 上 の 分 野 で 大 き な 利 用 の 可 能 性 を 有 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 を 持 つ 温 熱 浴 室 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で 用 い ら れ る 鉱 石 マ ッ ト の 平 面 図 と 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 を 含 む 温 熱 浴 施 設 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 の 温 水 加 熱 方 式 の 機 械 室 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で 用 い ら れ る 精 製 水 へ の 浄 化 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 の 噴 霧 手 段 に 用 い ら れ る イ オ ン 化 ノ ズ ル の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で 飲 料 水 と し て 用 い ら れ る 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 の 製 造 手 順 を 示
す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 温 熱 浴 装 置 で の 効 果 的 な 入 浴 方 法 を あ ら わ す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 　 １ ０ 　 　 温 熱 浴 室
　 　 １ １ 　 　 コ ン ク リ ー ト
　 　 １ ２ 　 　 断 熱 材
　 　 １ ３ 　 　 モ ル タ ル
　 　 １ ４ 　 　 温 水 循 環 用 配 管
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　 　 １ ６ 　 　 鉱 石 群
　 　 １ ７ 　 　 鉱 石 マ ッ ト
　 　 １ ８ 　 　 木 質 パ ネ ル
　 　 ２ ０ 　 　 イ オ ン 水 配 管
　 　 ２ １ 　 　 イ オ ン 化 ノ ズ ル
　 　 ２ ２ 　 　 イ オ ン 水
　 　 ２ ３ 　 　 遠 赤 外 線 、 イ オ ン 、 放 射 線 な ど の 放 射 物
　 　 ２ ５ 　 　 溶 着 （ 縫 製 ） 部 分
　 　 ２ ６ 　 　 袋 状 部
　 　 ２ ７ 　 　 内 袋
　 　 ３ １ 　 　 玄 関 室
　 　 ３ ２ 　 　 出 入 口
　 　 ３ ３ 　 　 更 衣 室
　 　 ３ ４ 　 　 シ ャ ワ ー 室
　 　 ３ ５ 　 　 機 械 室
　 　 ３ ６ 　 　 機 械 室 出 入 口
　 　 ３ ７ 　 　 ボ イ ラ ー
　 　 ３ ８ 　 　 休 憩 室
　 　 ３ ９ 　 　 リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト
　 　 ４ １ 　 　 灯 油 ボ イ ラ ー
　 　 ４ ２ 　 　 給 水 タ ン ク
　 　 ４ ３ 　 　 給 水 配 管
　 　 ４ ５ 　 　 温 水 タ ン ク
　 　 ４ ６ 　 　 温 水 配 管
　 　 ４ ７ 　 　 温 湯 セ ン サ ー
　 　 ４ ８ 　 　 温 水 循 環 ポ ン プ
　 　 ５ ２ 　 　 ２ ０ μ メ ッ シ ュ カ ー ト リ ッ ジ フ ィ ル タ
　 　 ５ ３ 　 　 活 性 炭 濾 過 装 置
　 　 ５ ４ 　 　 逆 浸 透 圧 濾 過 装 置
　 　 ５ ５ 　 　 脱 イ オ ン 水 圧 送 ポ ン プ
　 　 ５ ７ 　 　 水 道 水 配 管
　 　 ５ ８ 　 　 脱 イ オ ン 水 配 管
　 　 ６ １ 　 　 ノ ズ ル
　 　 ６ ２ 　 　 取 付 金 具
　 　 ６ ３ 　 　 取 り 付 け ネ ジ
　 　 ６ ４ 　 　 加 速 電 極
　 　 ６ ７ 　 　 荷 電 水 滴
　 　 ７ １ 　 　 浄 化 装 置
　 　 ７ ２ 　 　 充 填 工 程
　 　 ７ ３ 　 　 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 装 置
　 　 ７ ４ 　 　 量 子 エ ネ ル ギ ー 注 入 工 程
　 　 ７ ５ 　 　 量 子 エ ネ ル ギ ー 水 パ ッ ク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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